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2023 年 2 ⽉ 9 ⽇ 
⽇本原燃株式会社 

 
2022 年度防災訓練（再処理）における改善事項と今後の取組みについて 

 
１．はじめに 
  2022 年 12 ⽉ 13 ⽇に実施した再処理事業部の原⼦⼒防災訓練では、再処

理施設および廃棄物管理施設の同時発災を想定した訓練を実施した。その結
果、昨年度の防災訓練で抽出した改善事項である、「通報⽂のチェック⽅
法、記載内容に関する改善」や「ＣＯＰ資料等の更なる改善」、「オフサイト
センターにおける当社の活動内容の明確化」については、概ね改善が図られ
ていることが確認できたものの、新たな改善事項が抽出されている。 

今後、抽出された新たな改善事項については、⾒直しを図っていく。 
  本資料では、訓練で確認された主な問題点とそれに対する課題、原因およ

び対策について⽰す。 
 
２．改善検討の進め⽅ 
２−１．主な問題点、課題の抽出 
  社内外コメント（訓練評価者による評価結果、訓練後の参加者振り返り、

参加者アンケート、電⼒会社による評価結果等）から、問題点を抽出する。 
  さらに、それらの問題点を整理し、重要度が特に⾼いものは「主な問題

点」とし、それに対する「課題」を抽出する。 
２−２．問題点に対する要因分析、対策の⽴案 
  ２−１．において抽出した問題点について要因分析を⾏い、原因を明らか

にするとともに、対策を⽴案して今後の取組みを整理する。 
 
３．本訓練における新たな改善事項 

前項に基づき整理した本訓練の主な問題点、課題、原因および対策は以下
のとおり。 
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【再処理事業部対策本部】 
№ 新たな改善事項 
１ ＣＯＰ、ＥＲＣ備付資料の改善 

【問題】 
① ＣＯＰ③（戦略シート）は、対策

が失敗した場合のバックアップと
なる対策とその⾒通しを記載する
構成となっていなかった。 

② 社内情報シートは、重⼤事故対象  
機器のインベントリ情報を記載す
る構成となっていなかった。 

③ ＣＯＰ①−１（全体概要図）、Ｃ  
ＯＰ②（設備状況シート）は、主
排気筒の可搬型モニタリング装置
の測定結果、外部取⽔源の使⽤可
否の情報を省略していた。 

④ ＥＲＣ備付資料は、⽔素濃度を測
定する代表貯槽と他貯槽の関係を
説明する資料を含めていなかった 

 
【課題】 
① ＣＯＰ③（戦略シート）は、事象

対処に対する第２、第３の⽮とす
る明確な戦略が記載、共有できる
こと。 

② 社内情報シートは、重⼤事故対象
機器のインベントリ情報を共有で
きる構成であること。 

③ ＣＯＰ資料は、可能な限り必要な  
情報が記載、共有できること。 

④ ＥＲＣ備付資料は、⽔素濃度を測
定する代表貯槽と他貯槽の関係が
確認できること。 

 
【原因】 
① 本部運⽤ガイドラインは、ＣＯＰ

③（戦略シート）を取りまとめる
事業部対策本部の⽬標設定会議に
ついて、現対策が失敗した場合の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【対策】 
① 本部運⽤ガイドラインに、事業部

対策本部の⽬標設定会議におい
て、現対策が失敗した場合の次な
る対策と⾒通しを確認することを
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次なる対策と⾒通しを確認するこ
とを明記していなかったため。 

② 本部運⽤ガイドラインは、社内情
報シートを作成、共有する事業部
対策本部のブリーフィングについ
て、重⼤事故対象機器のインベン
トリ情報を確認、共有することを
明記していなかったため。 

③ 主排気筒の可搬型モニタリング装
置の測定結果、外部取⽔源の使⽤
可否の情報は、社内情報シートに
記載していたが、COP 資料との重
複情報もあり説明に使⽤すること
が難しかったため。 

④ ＥＲＣ備付資料は、⽔素濃度を測
定する代表貯槽と他貯槽の関係を
説明する内容は含まれていなかっ
たため。 

 

明記するとともに、ＣＯＰ③（戦
略シート）の構成を再検討する。 

② 本部運⽤ガイドラインに、事業部
対策本部のブリーフィングにおい
て、重⼤事故対象機器のインベン
トリ情報を確認、共有することを
明記するとともに、社内情報シー
トの構成を再検討する。 

③ ＣＯＰ資料に、主排気筒の可搬型  
モニタリング装置の測定結果、外
部取⽔源の使⽤可否の情報を追加
する。 

 
 
④ ＥＲＣ備付資料に、⽔素濃度を測

定する代表貯槽と他貯槽の関係を
説明することを追加する。 
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№ 新たな改善事項 
２ 通報⽂の記載事項の改善 

【問題】 
① 事業部対策本部が発信した警戒事  

態該当事象発⽣後の経過連絡は、
重⼤事故対策の開始や問題点、対
応状況等の情報が不⾜していた。 

 
【課題】 
① 警戒事態該当事象発⽣後の経過連

絡は、事故収束活動の進捗、問題
点、対応状況等の情報が確認でき
ること。 

 
【原因】 
① 本部運⽤ガイドラインは、警戒事

態該当事象発⽣後の経過連絡の
「発⽣事象と対応の概要」の記載
について、事故収束活動の進捗、
問題点、対応状況等の情報を記載
することを明確化していなかった
ため。 
また、上記の情報を、追加資料等
を添付する運⽤は定めていなかっ
たため。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【対策】 
① 本部運⽤ガイドラインを修正し、

警戒事態該当事象発⽣後の経過連
絡について、事故収束活動の進
捗、問題点、対応状況等の情報を
記載するとともに、必要に応じ添
付資料等を追加することを明確化
する。 
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【全社対策本部（即応センター）】 
№ 新たな改善事項 
１ ＥＲＣへの説明⽅法の改善 

【問題】 
① ＥＲＣ対応者は、構外取⽔源の状

況、アクセスルートの確認結果、
放出予測等の情報について、積極
的に説明できなかった。 
 

【課題】 
① ＥＲＣ対応者は、ＣＯＰ資料では

確認できない情報について、社内
情報シートを活⽤して説明できる
こと。 

 
【原因】 
① ＥＲＣ対応者は、ＥＲＣへの説明

内容、資料を整理したリストを作
成、運⽤していたが、社内情報シ
ートを⼗分活⽤する内容となって
いなかったため。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【対策】 
① ＥＲＣへの説明内容、資料を整理

したリストの内容を⾒直し、社内
情報シートの情報を説明内容に追
加する。 
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№ 新たな改善事項 
２ ＥＲＣリエゾンの対応に係る改善 

【問題】 
① ＥＲＣリエゾンがＥＲＣ内に配布

した資料の新旧変更点がわかりに
くかった。 

 
【課題】 
① どのような主旨で配布するものな

のかを認識しやすくすること。 
 
【原因】 
① 同じフォーマットで作成した資料

を補⾜なく配布したため。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【対策】 
① ＥＲＣリエゾンが既に配布済みの

資料と同様のフォーマットの資料
を配布する際は、更新された箇所
が容易に認識できるかを確認し、
不⾜がある場合はマーキング等を
⾏うこととする。 

 
 
4. 今後の対応 
 前項で⽰した対策に取り組むとともに、個別訓練等において要員の習熟を図
り、来年度の総合防災訓練までに対策の有効性を検証する。 

以 上 


